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(57)【要約】
　光ピックアップアセンブリは、第１の光ピックアップ
ユニット（ＯＰＵ）と、第２のＯＰＵとを含む。ＯＰＵ
がテープ経路を跨いで横方向に配置され、テープ経路に
沿った長手方向位置に位置決めされるように、ＯＰＵは
、別々のハウジングにおいて互いに積層されるか、また
は、共通のハウジングにおいて一体化される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ピックアップアセンブリであって、
　第１の光ピックアップユニットと、
　第２の光ピックアップユニットとを備え、
　前記光ピックアップユニットは、テープ経路を跨いで横方向に配置され、前記テープ経
路に沿った長手方向位置に位置決めされる、光ピックアップアセンブリ。
【請求項２】
　前記光ピックアップユニットは、別々のハウジングにおいて互いに積層される、請求項
１に記載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記光ピックアップユニットは、共通のハウジングにおいて一体化される、請求項１に
記載のアセンブリ。
【請求項４】
　光テープは、前記テープ経路に沿って移動するように構成され、
　前記第１の光ピックアップユニットは、前記光テープに光を送信し、前記光テープから
光を受信するための対物レンズを含み、前記第２の光ピックアップユニットは、前記光テ
ープに光を送信し、前記光テープから光を受信するための対物レンズを含み、
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項５】
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズのうちの一方は、前記光ピックアップユ
ニットの前記対物レンズのうちの他方よりも横方向に高くなっている、請求項４に記載の
アセンブリ。
【請求項６】
　前記第１の光ピックアップユニットはハウジングを含み、前記第２の光ピックアップユ
ニットはハウジングを含み、
　前記光ピックアップユニットは、前記光ピックアップユニットの前記ハウジングが互い
に横方向に配置されることによって互いに積層される、請求項２に記載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記第１の光ピックアップユニットは、前記第１の光ピックアップユニットの前記ハウ
ジングに接続された対物レンズをさらに含み、前記第２の光ピックアップユニットは、前
記第２の光ピックアップユニットの前記ハウジングに接続された対物レンズをさらに含み
、
　前記第１の光ピックアップユニットの前記ハウジングは、前記第１の光ピックアップユ
ニットの前記対物レンズが前記第２の光ピックアップユニットの前記対物レンズよりも横
方向に高い状態で、前記第２の光ピックアップユニットの前記ハウジングの横方向上方に
配置される、請求項６に記載のアセンブリ。
【請求項８】
　デッキベースプレートをさらに備え、
　前記第２の光ピックアップユニットの前記ハウジングは、前記デッキベースプレート上
に配設され、前記第１の光ピックアップユニットの前記ハウジングは、前記第２の光ピッ
クアップユニットの前記ハウジングの横方向上方に配置される、請求項６に記載のアセン
ブリ。
【請求項９】
　前記第１および第２の光ピックアップユニットは、同一のタイプの構成要素を含む、請
求項１に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　各々の光ピックアップユニットは、送信および受信光路を有するハウジングと、レーザ
源と、光検出器と、対物レンズとを含み、
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　各々の光ピックアップユニットの前記レーザ源、前記送信光路および前記対物レンズは
、互いに横方向に位置合わせされず、
　各々の光ピックアップユニットの前記光検出器、前記受信光路および前記対物レンズは
、互いに横方向に位置合わせされる、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　テープ経路に沿って移動するように構成された光テープに読み書きするための光テープ
データ記憶装置であって、
　複数の光ピックアップアセンブリを備え、各々の光ピックアップアセンブリは、第１お
よび第２の光ピックアップユニットを含み、
　各々の光ピックアップアセンブリの前記光ピックアップユニットは、前記テープ経路を
跨いで横方向に配置され、
　前記光ピックアップアセンブリは、各々の光ピックアップアセンブリの前記光ピックア
ップユニットが前記テープ経路のそれぞれの長手方向位置に前記テープ経路を跨いで横方
向に配置されるように、前記テープ経路に沿った前記それぞれの長手方向位置に位置決め
される、装置。
【請求項１２】
　前記光ピックアップユニットは、別々のハウジングにおいて互いに積層される、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記光ピックアップユニットは、共通のハウジングにおいて一体化される、請求項１１
に記載の装置。
【請求項１４】
　各々の第１の光ピックアップユニットは、前記光テープの一部に光を送信し、前記光テ
ープの一部から光を受信するための対物レンズを含み、各々の第２の光ピックアップユニ
ットは、前記光テープの別の部分に光を送信し、前記光テープの別の部分から光を受信す
るための対物レンズを含み、
　各々の光ピックアップアセンブリの前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、
前記テープ経路に沿って互いから長手方向にオフセットされる、請求項１１に記載の装置
。
【請求項１５】
　各々の光ピックアップアセンブリの前記光ピックアップユニットの前記対物レンズのう
ちの一方は、前記光ピックアップアセンブリの前記光ピックアップユニットの前記対物レ
ンズのうちの他方よりも横方向に高くなっている、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　各々の第１の光ピックアップユニットはハウジングを含み、各々の第２の光ピックアッ
プユニットはハウジングを含み、
　各々の光ピックアップアセンブリの前記光ピックアップユニットは、各々の光ピックア
ップアセンブリの前記光ピックアップユニットの前記ハウジングが互いに横方向に配置さ
れることによって互いに積層される、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　光テープデータ記憶システムであって、
　テープ経路に沿って移動するように構成された光テープを備え、前記光テープは、テー
プ幅を有し、前記システムはさらに、
　第１の光ピックアップユニットと第２の光ピックアップユニットとを含む光ピックアッ
プアセンブリを備え、
　前記光ピックアップユニットは、前記テープ幅を跨いで横方向に配置され、前記テープ
経路に沿った長手方向位置に位置決めされる、システム。
【請求項１８】
　前記光ピックアップユニットは、別々のハウジングにおいて互いに積層される、請求項
１７に記載のシステム。
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【請求項１９】
　前記光ピックアップユニットは、共通のハウジングにおいて一体化される、請求項１７
に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記第１の光ピックアップユニットは、前記光テープに光を送信し、前記光テープから
光を受信するための対物レンズを含み、前記第２の光ピックアップユニットは、前記光テ
ープに光を送信し、前記光テープから光を受信するための対物レンズを含み、
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項１７に記載のシステム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　技術分野
　本発明は、光テープ上で読み書きを行うための光ピックアップユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　背景
　データ記憶のための光テープは、面密度が比較的大きい可能性がある。しかし、データ
転送速度も望まれる。磁気リニアテープは、（例えば３２個のヘッドなどの）複数のヘッ
ドを用いて同時に読み／書きを行うことによって転送速度に対処している。当該ヘッドは
、（例えば９０μｍなどの）小さな間隔で横方向に配列されることができるように半導体
技術を用いてミクロンスケールで構築される。
【０００３】
　光ピックアップユニットは、光テープ上でデータを読み書きするために光データテープ
記憶装置において使用される。光ピックアップユニット（optical pickup unit：ＯＰＵ
）は、一般に、レーザと、レンズと、当該レンズのための横方向焦点合わせアクチュエー
タと、光路と、取付け構造とを含んでいる。ＯＰＵは、磁気ヘッドよりも大幅にかさばる
。
【０００４】
　ＯＰＵの構成要素のために十分なスペースを横方向（すなわち径方向）に有するディス
ク製品では、単一のＯＰＵが使用され得る。複数のＯＰＵの使用は、光テープデータ転送
要件を満たすことを求められる。プロトタイプドライブでは、複数のＯＰＵは、テープ経
路に沿って長手方向に配列されていた。複数のＯＰＵの長手方向配置は、以下によって制
限され、または以下を制限する。すなわち、テープ経路およびＯＰＵフットプリントのた
めの利用可能なドライブスペースが制限される。テープ経路のレイアウト／設計の選択肢
が制限される。横方向テープ移動（lateral tape motion：ＬＴＭ）は、テープ経路の長
さに沿った比較的小さな部分でのみ十分に制御される。長手方向配列用に設計され得るＯ
ＰＵは、狭いフットプリントを有するであろう。これは、取付けおよび位置合わせ構造の
ためのスペースを制限する。各ＯＰＵにおけるレーザは、動作中に熱を発生させ、それら
の温度を上昇させる。高温で動作することは、レーザの時期尚早な劣化の一因となり、ド
ライブの信頼性に影響を及ぼす。多くのレーザを接近して取付けることにより、レーザが
過剰に暖まって寿命が低下することを防ぐことに挑まなければならなくなる。したがって
、複数のＯＰＵのためのスペースは制限され、複数のＯＰＵを低温に保つための手段は制
限される。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　概要
　本発明の実施例は、第１の光ピックアップユニット（ＯＰＵ）と第２のＯＰＵとを有す
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る光ピックアップアセンブリを提供する。一つの変形例では、光ピックアップアセンブリ
は、積層された個々のＯＰＵ対の構成を有し、当該構成では、ＯＰＵがテープ経路を跨い
で横方向に配置され、テープ経路に沿ったほぼ同一の長手方向位置に位置決めされるよう
に、ＯＰＵは互いに積層される。別の変形例では、光ピックアップアセンブリは、一体化
されたＯＰＵ対の構成を有し、当該構成では、ＯＰＵがテープ経路を跨いで横方向に配置
され、テープ経路に沿ったほぼ同一の長手方向位置に位置決めされるように、ＯＰＵは共
通のハウジングにおいて一体化される。
【０００６】
　各々のＯＰＵは、テープ経路に沿って移動するように構成された光テープに光を送信す
るため、および、当該光テープから光を受信するための対物レンズを含み得る。ＯＰＵの
対物レンズのうちの一方は、ＯＰＵの対物レンズのうちの他方よりも横方向に高くなって
いる。ＯＰＵの対物レンズは、テープ経路に沿って互いから長手方向にオフセットされ得
る。
【０００７】
　積層された個々のＯＰＵ対の構成では、各々のＯＰＵは、それ自体の別々のハウジング
を有する。ＯＰＵは、ハウジングが互いに横方向に配置されることによって互いに積層さ
れる。各々のＯＰＵは、当該ＯＰＵのハウジングに接続された対物レンズをさらに含み得
る。この場合、第１のＯＰＵのハウジングは、第１のＯＰＵの対物レンズが第２のＯＰＵ
の対物レンズよりも横方向に高い状態で、第２のＯＰＵのハウジングの横方向上方に配置
される。ここでも、対物レンズは、テープ経路に沿って互いから長手方向にオフセットさ
れ得る。
【０００８】
　実施例では、第１および第２のＯＰＵは、同一のタイプの構成要素を含む。
　実施例では、各々のＯＰＵは、送信および受信光路と、レーザ源と、光検出器と、対物
レンズとを含む。各々のＯＰＵのレーザ源、送信光路および対物レンズは、互いに横方向
に位置合わせされない。各々のＯＰＵの光検出器、受信光路および対物レンズは、互いに
横方向に位置合わせされる。積層された個々のＯＰＵ対の構成では、各々のＯＰＵの送信
および受信光路、レーザ源ならびに光検出器は、ＯＰＵのハウジングに個々に収容される
。一体化されたＯＰＵ対の構成では、各々のＯＰＵの送信および受信光路、レーザ源なら
びに光検出器は、共通のハウジングに含まれるそれぞれの部分にある。
【０００９】
　本発明の実施例は、テープ経路に沿って移動するように構成された光テープに読み書き
するための光テープデータ記憶装置を提供する。当該装置は、複数の光ピックアップアセ
ンブリを含む。各々の光ピックアップアセンブリは、第１および第２のＯＰＵを含む。各
々の光ピックアップアセンブリのＯＰＵがテープ経路を跨いで横方向に配置されるように
、各々の光ピックアップアセンブリのＯＰＵは、別々のハウジングにおいて互いに積層さ
れるか、または、共通のハウジングにおいて一体化される。光ピックアップアセンブリは
、各々の光ピックアップアセンブリのＯＰＵがテープ経路のそれぞれの長手方向位置にお
いてテープ経路を跨いで横方向に配置されるように、テープ経路に沿ったそれぞれの長手
方向位置に位置決めされる。
【００１０】
　本発明の実施例は、光テープデータ記憶システムを提供する。当該システムは、テープ
経路に沿って移動するように構成された光テープを含み、光テープは、テープ幅を有する
。当該システムは、第１のＯＰＵと第２のＯＰＵとを含む光ピックアップアセンブリをさ
らに含む。ＯＰＵがテープ幅を跨いで横方向に配置され、テープ経路に沿った長手方向位
置に位置決めされるように、ＯＰＵは、別々のハウジングにおいて互いに積層されるか、
または、共通のハウジングにおいて一体化される。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１Ａは、本発明の実施例に係る積層された光ピックアップユニットの対を有す
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る光ピックアップアセンブリの正面斜視図であり、図１Ｂは、図１Ａに示される光ピック
アップアセンブリの後方斜視図である。
【図２】光ピックアップアセンブリの光ピックアップユニットのうちの１つの側面斜視図
である。
【図３Ａ】光ピックアップアセンブリの正面斜視図であり、光ピックアップアセンブリの
光ピックアップユニットの各々の対物レンズ、焦点合わせおよびトラッキングアクチュエ
ータアセンブリハウジング、ならびにＯＰＵハウジングのみが示されている。
【図３Ｂ】図３Ａに示される光ピックアップアセンブリの後方斜視図である。
【図４】テープ経路に沿って長手方向に光データ記憶テープの一方の側に設けられた一組
の複数の光ピックアップアセンブリの斜視図である。
【図５】テープ経路に沿って長手方向に光データ記憶テープの２つのそれぞれのセグメン
トの一方の側に設けられた二組の複数の光ピックアップアセンブリの平面図である。
【図６】テープ経路に沿って長手方向にそれぞれのテープスタビライザから光データ記憶
テープのそれぞれのセグメントの反対側に設けられた二組の複数の光ピックアップアセン
ブリを有する光データ記憶テープ装置の斜視図である。
【図７Ａ】本発明の実施例に係る同一のパッケージの一部として共通のハウジングにおい
て一体化された光ピックアップユニットの対を有する光ピックアップアセンブリの正面斜
視図であり、光ピックアップユニットの各々の対物レンズ、ならびに焦点合わせおよびト
ラッキングアクチュエータアセンブリハウジングのみが示されている。
【図７Ｂ】図７Ａに示される後方斜視図である。
【図８】図７Ａおよび図７Ｂに示される光ピックアップアセンブリの側面斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　詳細な説明
　本発明の詳細な実施例が本明細書に開示されている。しかし、開示されている実施例は
、本発明の単なる例示であり、さまざまな形態および代替的な形態で実施されてもよいと
いうことが理解されるべきである。図面は、必ずしも一定の比率に応じているわけではな
く、いくつかの特徴は、特定の構成要素の詳細を示すために誇張または最小化されている
可能性がある。したがって、本明細書に開示されている具体的な構造および機能の詳細は
、限定的であるよう解釈されるべきではなく、本発明をさまざまに利用するように当業者
に教示するための単なる典型的な根拠であると解釈されるべきである。
【００１３】
　ここで図１Ａおよび図１Ｂを参照して、本発明の実施例に係る積層された光ピックアッ
プユニット１２ａ，１２ｂの対を有する光ピックアップアセンブリ１０の正面および後方
斜視図が示されている。光ピックアップアセンブリ１０は、積層された個々のＯＰＵ対の
構成を有している。この構成では、第１の光ピックアップユニット（ＯＰＵ）１２ａおよ
び第２のＯＰＵ　１２ｂは、「積層」されて、光テープが光ピックアップアセンブリ１０
に隣接して位置決めされるとＯＰＵ１２ａ，１２ｂが光データ記憶テープのテープ幅を跨
いで横方向に配置されるように光ピックアップアセンブリ１０を形成する。すなわち、Ｏ
ＰＵ　１２ａ，１２ｂは、互いに積層されて、第１の（または上部）ＯＰＵ　１２ａが光
テープのテープ幅に対して第２の（または下部）ＯＰＵ　１２ｂの横方向上方にある状態
の光ピックアップアセンブリ１０を形成する。
【００１４】
　ここで、引き続き図１Ａおよび図１Ｂを参照しながら図２を参照して、光ピックアップ
アセンブリ１０の第１のＯＰＵ　１２ａの側面斜視図が示されている。ＯＰＵ　１２ａ，
１２ｂは、各々が同一のタイプの構成要素を含んでいる。したがって、第２のＯＰＵ　１
２ｂは、図２に示され本明細書に記載されている第１のＯＰＵ　１２ａと同一のタイプの
構成要素を含み、同一のタイプの構成要素の動作はＯＰＵ　１２ａ，１２ｂ間で同一であ
るということが理解されるであろう。
【００１５】
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　第１のＯＰＵ　１２ａは、対物レンズ１４ａと、焦点合わせおよびトラッキングアクチ
ュエータアセンブリハウジング１６ａと、ＯＰＵハウジング１８ａと、レーザダイオード
２０ａと、光検出器２２ａとを含んでいる。第１のＯＰＵ　１２ａは、一端が可撓性コネ
クタ２６ａに終端する可撓性ケーブル２４ａをさらに含んでいる。コネクタ２６ａは、外
部装置と接続するためのものである（図６を参照）。ケーブル２４ａの他端は、レーザダ
イオード２０ａおよび光検出器２２ａに接続されている。同様に、第２のＯＰＵ　１２ｂ
は、対物レンズ１４ｂと、焦点合わせおよびトラッキングアクチュエータアセンブリハウ
ジング１６ｂと、ＯＰＵハウジング１８ｂと、レーザダイオード２０ｂと、光検出器２２
ｂとを含んでいる。第２のＯＰＵ　１２ｂは、一端が可撓性コネクタ２６ｂに終端する可
撓性ケーブル２４ｂをさらに含んでいる。コネクタ２６ｂは、外部装置と接続するための
ものである（図６を参照）。ケーブル２４ｂの他端は、レーザダイオード２０ｂおよび光
検出器２２ｂに接続されている。
【００１６】
　第１のＯＰＵ　１２ａの書込動作の際には、レーザダイオード２０ａからのレーザビー
ムが、ＯＰＵハウジング１８ａに向けられ、光路に沿ってミラー２７ａに到達し、投影レ
ンズセット２８ａを通って、対物レンズ１４ａから出力されて、対物レンズ１４ａの正面
に位置決めされた光テープ３０（図４、図５および図６に図示）の一部に到達する。ＯＰ
Ｕ　１２ａの読取動作の際には、光テープ３０の一部からの反射光が、対物レンズ１４ａ
を通ってＯＰＵ１８ａに受取られ、別の光路に沿って反射レンズセット３２ａを通って、
光検出器２２ａに到達する。
【００１７】
　第１のＯＰＵ　１２ａは、偏光ビームスプリッタ３４ａをさらに含んでいる。ビームス
プリッタ３４ａは、投影レンズセット２８ａからのレーザビームを対物レンズ１４ａに向
け、対物レンズ１４ａからの反射光を、光検出器２２ａによって受取られるように反射レ
ンズセット３２ａに向ける。
【００１８】
　第２のＯＰＵ　１２ｂの読み書き動作は、ＯＰＵ　１２ｂの同様の構成要素を用いて同
様に行われる。
【００１９】
　図１Ａにおける矢印ＴＰは、テープ経路方向を示している。光テープ３０は、読み書き
動作中、光ピックアップアセンブリ１０の対物レンズ１４ａ，１４ｂを横断するように光
ピックアップアセンブリ１０の対物レンズ１４ａ，１４ｂ上をテープ経路方向ＴＰに沿っ
て移動する。
【００２０】
　焦点合わせおよびトラッキングアクチュエータアセンブリハウジング１６ａ（１６ｂ）
におけるトラッキング（横方向）アクチュエータは、図１Ａにおける矢印ＴＤによって示
されるトラッキング方向に対物レンズ１４ａ（１４ｂ）を移動させるように構成されてい
る。同様に、焦点合わせおよびトラッキングアクチュエータアセンブリハウジング１６ａ
（１６ｂ）における焦点合わせアクチュエータは、図１Ａにおける矢印ＦＤによって示さ
れる焦点合わせ方向に対物レンズ１４ａ（１４ｂ）を移動させるように構成されている。
【００２１】
　第１のＯＰＵ　１２ａでは、ビームスプリッタ３４ａに隣接して光学格子３６ａが設け
られ得る。光学格子３６ａは、レーザダイオード２０ａから放出されたレーザビームを複
数のビームに分割して、光テープ３０の表面に複数のスポット、典型的には３つのスポッ
トを作成するために使用される。対物レンズ１４ａがその中央位置から移動すると起こる
標準的なプッシュプルトラッキングエラー信号オフセットを補償する差動プッシュプルト
ラッキングエラー信号を発生させるために、さらなる２つのスポットが使用されてもよい
。トラッキング方向ＴＤへの対物レンズ１４ａの移動をトラッキングするためにトラッキ
ングセンサが使用される場合には、光学格子３６ａは除去されてもよい。さらに、第１の
ＯＰＵ　１２ａでは、ビームスプリッタ３４ａは、４分の１波長遅延板３８ａを備え得る
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。第２のＯＰＵ　１２ｂは、同様に、光学格子および／または４分の１波長遅延板を有す
るように構成され得る。
【００２２】
　図３Ａは、光ピックアップアセンブリ１０の正面斜視図を示し、各々のＯＰＵ　１２ａ
，１２ｂの対物レンズ１４ａ，１４ｂ、焦点合わせおよびトラッキングアクチュエータア
センブリハウジング１６ａ，１６ｂ、ならびにＯＰＵハウジング１８ａ，１８ｂのみが示
されている。図３Ｂは、図３Ａに示される光ピックアップアセンブリ１０の後方斜視図を
示す。
【００２３】
　上記のように、および図１Ａ、図１Ｂ、図３Ａおよび図３Ｂに示されるように、本発明
の実施例に係る光ピックアップアセンブリ１０では、光ピックアップアセンブリ１０に隣
接して位置決めされた光テープ３０の幅を跨いで２つのＯＰＵ　１２ａ，１２ｂが横方向
に配置されるように個々のＯＰＵが積層されている。図１Ａ、図１Ｂ、図３Ａおよび図３
Ｂにさらに示されるように、ＯＰＵ　１２ａ，１２ｂの対物レンズ１４ａ，１４ｂは、対
物レンズ１４ａ，１４ｂが互いから長手方向にオフセットされた状態で、名目上、パッケ
ージの端縁付近にある。また、対物レンズ１４ａ，１４ｂは、読み書きのために光テープ
３０上の全てのトラックがアクセス可能であり得るように、およそテープ幅の半分未満だ
け離れている。
【００２４】
　図４、図５および図６を参照して、複数の光ピックアップアセンブリ１０がドライブ内
のテープ経路に沿って長手方向に配置され得る。各々の光ピックアップアセンブリ１０が
ＯＰＵ　１２ａ，１２ｂの対を含んでいるので、ＯＰＵ　１２ａ，１２ｂの複数の対が、
テープ経路に沿ったそれぞれの長手方向位置に配置される。単一のＯＰＵを有する従来の
光ピックアップアセンブリと比較して、テープ経路の所与の長さに対して必要とされる光
ピックアップアセンブリ１０は５０％少なくなる。なぜなら、各々の光ピックアップアセ
ンブリ１０がＯＰＵの対を含んでいるからである。その結果、テープ経路に沿ったドライ
ブ内のスペースが節約される。
【００２５】
　図４は、光テープ３０の一方の側に設けられた一組４０の複数の光ピックアップアセン
ブリ１０の斜視図を示す。光ピックアップアセンブリ１０は、テープ経路ＴＰに沿って長
手方向に互いに隣接して配置される。一例として、複数の光ピックアップアセンブリ１０
は、光ピックアップアセンブリ１０ｉ，１０ｊ，...，１０ｎを含んでいる。各々の光ピ
ックアップアセンブリ１０のＯＰＵ　１２ａ，１２ｂは、上部ＯＰＵ　１２ａが光テープ
３０の幅の上部に隣接し、下部ＯＰＵ　１２ｂが光テープ３０の幅の下部に隣接した状態
で、テープ幅ＴＷを跨いで横方向（すなわちトラッキング方向ＴＤ）に配置される。
【００２６】
　図４にさらに示されるように、各々の光ピックアップアセンブリ１０の対物レンズ１４
ａ，１４ｂが、隣接する光ピックアップアセンブリ１０のそれぞれの対物レンズ１４ａ，
１４ｂから横方向にオフセットされるように、光ピックアップアセンブリ１０が位置決め
される。例えば、図４に示されるように、光ピックアップアセンブリ１０は、順序が（図
４において左から右に）第１の光ピックアップアセンブリ１０ｉ、第２の光ピックアップ
アセンブリ１０ｊ、他の光ピックアップアセンブリ１０、および最後の光ピックアップア
センブリ１０ｎである状態で、テープ経路に沿って長手方向に配置される。第２の光ピッ
クアップアセンブリ１０ｊの上部ＯＰＵの対物レンズ１４ａｊは、第１の光ピックアップ
アセンブリ１０ｉの上部ＯＰＵの対物レンズ１４ａｉよりも横方向に少しだけ低くなって
いる。同様に、第２の光ピックアップアセンブリ１０ｊの下部ＯＰＵの対物レンズ１４ｂ
ｊは、第１の光ピックアップアセンブリ１０ｉの下部ＯＰＵの対物レンズ１４ｂｉよりも
横方向に少しだけ低くなっている。このパターンが、テープ経路に沿って長手方向に、隣
接する光ピックアップアセンブリ１０でも継続しており、最後の光ピックアップアセンブ
リ１０ａの対物レンズ１４ａｎ，１４ｂｎは、他の光ピックアップアセンブリ１０の対応
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する対物レンズ１４ａ，１４ｂと比較して、横方向に最も低くなっている。
【００２７】
　光ピックアップアセンブリ１０の対物レンズ１４ａ，１４ｂの特定の横方向にオフセッ
トされたパターンは、最終目的に密接に関係があるわけではない。目的は、光テープ上の
全ての所望のトラックが読み書きされ得るように、光ピックアップアセンブリ１０の対物
レンズ１４ａ，１４ｂがグループとしてテープ幅を跨いで横方向に位置決めされることで
ある。図４に示される構成は、この目的を満たす多くの異なる構成のうちの１つに過ぎな
い。
【００２８】
　図５は、光テープ３０の２つのそれぞれのセグメントの一方の側に設けられた二組４０
ａ，４０ｂの複数の光ピックアップアセンブリ１０の平面図を示す。光テープ３０は、光
ピックアップアセンブリ１０に隣接して位置決めされ、光ピックアップアセンブリ１０の
対物レンズに対向している。光テープ３０は、二組４０ａ，４０ｂの光ピックアップアセ
ンブリ１０の間に位置決めされたキャプスタン４２に沿って引き回され、光テープ３０の
他方の側に設けられた２つのそれぞれのテープスタビライザ（図示せず）の周りに引き込
まれる。光テープ３０は、光ピックアップアセンブリ１０が光テープ３０を読み取るおよ
び／または光テープ３０に書込むように、光ピックアップアセンブリ１０の対物レンズを
横断するように光ピックアップアセンブリ１０の対物レンズ上をテープ経路ＴＰ方向に移
動する。
【００２９】
　図６は、２つのそれぞれのテープスタビライザ５４ａ，５４ｂから光テープ３０の２つ
のそれぞれのセグメントの反対側に設けられた二組４０ａ，４０ｂの複数の光ピックアッ
プアセンブリ１０を有する光テープ装置５０の斜視図を示す。光テープ装置５０は、光ピ
ックアップアセンブリ１０を含む光テープ装置５０の構成要素が設けられるデッキベース
プレート５２を含んでいる。光テープ装置５０は、光ピックアップアセンブリ１０のコネ
クタ２６がそれぞれ取付けられる外部装置の電子機器基板５６をさらに含んでいる。
【００３０】
　光ピックアップアセンブリ１０の下部ＯＰＵ　１２ｂは、デッキベースプレート５２上
に配置される。上記のように、光ピックアップアセンブリ１０の上部ＯＰＵ　１２ａは、
光ピックアップアセンブリ１０のそれぞれの下部ＯＰＵ　１２ｂ上に配置される。動作時
、光ピックアップアセンブリ１０のレーザダイオード２０は、主に積層されたＯＰＵハウ
ジング１８を介したデッキベースプレート５２への熱の伝導によって冷却される。さらな
る冷却は、対流によって実現され得るが、冷却の大部分は伝導によるものである。特に、
光ピックアップアセンブリ１０の上部ＯＰＵ　１２ａにおけるレーザからの熱は、この光
ピックアップアセンブリの下部ＯＰＵ　１２ｂのＯＰＵハウジング１８ｂを通ってデッキ
ベースプレート５２に伝導する。この光ピックアップアセンブリの下部ＯＰＵ　１２ｂに
おけるレーザからの熱は、下部ＯＰＵ　１２ｂのＯＰＵハウジング１８ｂを通って直接デ
ッキベースプレート５２に伝導する。
【００３１】
　記載されているように、積層された個々のＯＰＵ対の構成では、本発明の実施例に係る
光ピックアップアセンブリは、個々のＯＰＵの対を含んでおり、当該ＯＰＵの対は、ＯＰ
Ｕが光テープのテープ幅を跨いで横方向に配列されるように互いに積層される。この構成
は、制約された量の利用可能な長手方向のスペースに複数のＯＰＵを配置することに対処
する。この構成により、ＯＰＵの量を多くすることができ、そのためデータ速度を高速に
することができる。
【００３２】
　ここで図７Ａ、図７Ｂおよび図８を参照して、本発明の実施例に係る同一のパッケージ
の一部として共通のハウジング６２において一体化されたＯＰＵ　１２ａ，１２ｂを有す
る光ピックアップアセンブリ６０について説明する。図７Ａおよび図７Ｂは、光ピックア
ップアセンブリ６０の正面および後方斜視図を示し、各々のＯＰＵ　１２ａ，１２ｂの対
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ブリハウジング１６ａ，１６ｂのみが示されている。図８は、光ピックアップアセンブリ
６０の側面斜視図を示す。
【００３３】
　光ピックアップアセンブリ６０は、一体化されたＯＰＵ対の構成を有している。この構
成では、ＯＰＵ　１２ａ，１２ｂは、同一のパッケージの一部として共通のハウジング６
２において一体化され、光テープが光ピックアップアセンブリ６０に隣接して位置決めさ
れるとＯＰＵ　１２ａ，１２ｂが光テープのテープ幅を跨いで横方向に配置されるように
光ピックアップアセンブリ６０を形成する。すなわち、ＯＰＵ　１２ａ，１２ｂは、同一
のパッケージにおいて一体化されるか、または「対にされ」、第１の（または上部）ＯＰ
Ｕ　１２ａが光テープのテープ幅に対して第２の（または下部）ＯＰＵ　１２ｂの横方向
上方にある状態で、光ピックアップアセンブリ６０を形成する。図８に示されるように、
各々のＯＰＵ　１２ａ，１２ｂの構成要素は、共通のハウジング６２のそれぞれの部分に
含まれている。
【００３４】
　記載されているように、一体化されたＯＰＵ対の構成では、本発明の実施例に係る光ピ
ックアップアセンブリは、同一のパッケージに含まれる２つのＯＰＵを含んでいる。これ
により、２つの対物レンズのより密接な間隔が可能になり得るが、各々のＯＰＵは、故障
が起こった場合に個々に交換することができない。しかし、この実現例は、レーザダイオ
ードから熱をさらに奪い、テープデッキにおける２つの別々のＯＰＵの垂直取付けに関連
する起こり得る製造上の公差を無くすという利点を有している。
【００３５】
　例示的な実施例が上記されているが、これらの実施例が本発明の全ての可能な形態を説
明するということは意図されていない。むしろ、明細書で用いられている用語は、限定で
はなく説明の用語であり、本発明の精神および範囲から逸脱することなくさまざまな変更
がなされ得ることが理解される。さらに、さまざまな実現実施例の特徴は、本発明のさら
なる実施例を形成するように組み合わせられてもよい。
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【図６】 【図７Ａ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月1日(2014.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ピックアップアセンブリであって、
　隣接している第１および第２の区画を有するハウジングを備え、前記第１の区画は、前
記ハウジングの最上部内にあり、前記第２の区画は、前記ハウジングの底部内にあり、前
記第１および第２の区画は、前記ハウジング内で互いに隣接しており、前記アセンブリは
さらに、
　第１の対物レンズと、第１の送信光路と、第１のレーザ源と、第１の受信光路と、第１
の光検出器と、第１のビームスプリッタとを有する第１の光ピックアップユニットを備え
、前記第１の送信および受信光路は、前記第１のビームスプリッタと前記第１のレーザ源
と前記第１の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延びており、前記アセンブリはさ
らに、
　第２の対物レンズと、第２の送信光路と、第２のレーザ源と、第２の受信光路と、第２
の光検出器と、第２のビームスプリッタとを有する第２の光ピックアップユニットを備え
、前記第２の送信および受信光路は、前記第２のビームスプリッタと前記第２のレーザ源
と前記第２の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延びており、
　前記第１の送信および受信光路ならびに前記第１のビームスプリッタが前記ハウジング
の前記第１の区画内に含まれ、前記第２の送信および受信光路ならびに前記第２のビーム
スプリッタが前記ハウジングの前記第２の区画内に含まれる状態で、前記光ピックアップ
ユニットは、前記ハウジングにおいて一体化され、
　前記光ピックアップユニットは、長手方向に延びるテープ経路を跨いで互いの横方向上
方に配置され、前記光ピックアップユニットの同一の長手方向位置において、前記光ピッ
クアップユニットのうちの一方の前記対物レンズが、前記光ピックアップユニットのうち
の他方の前記対物レンズよりも前記テープ経路を跨いで横方向に高い状態で、前記光ピッ
クアップユニットは両方とも、前記テープ経路に沿った同一の長手方向位置に位置決めさ
れる、光ピックアップアセンブリ。
【請求項２】
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項１に記載のアセンブリ。
【請求項３】
　光テープデータ記憶システムであって、
　隣接している第１および第２の区画を有するハウジングを備え、前記第１の区画は、前
記ハウジングの最上部内にあり、前記第２の区画は、前記ハウジングの底部内にあり、前
記第１および第２の区画は、前記ハウジング内で互いに隣接しており、前記システムはさ
らに、
　テープ経路に沿って移動するように構成された光テープを備え、前記光テープは、テー
プ幅を有し、前記システムはさらに、
　第１の光ピックアップユニットと第２の光ピックアップユニットとを含む光ピックアッ
プアセンブリを備え、各々の光ピックアップユニットは、対物レンズを有し、前記第１の
光ピックアップユニットは、第１の送信光路と、第１のレーザ源と、第１の受信光路と、
第１の光検出器と、第１のビームスプリッタとをさらに含み、前記第２の光ピックアップ
ユニットは、第２の送信光路と、第２のレーザ源と、第２の受信光路と、第２の光検出器
と、第２のビームスプリッタとをさらに含み、前記第１の送信および受信光路は、前記第
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１のビームスプリッタと前記第１のレーザ源と前記第１の光検出器との間にそれぞれ別々
に互いから延びており、前記第２の送信および受信光路は、前記第２のビームスプリッタ
と前記第２のレーザ源と前記第２の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延びており
、
　前記第１の送信および受信光路ならびに前記第１のビームスプリッタが前記ハウジング
の前記第１の区画内に含まれ、前記第２の送信および受信光路ならびに前記第２のビーム
スプリッタが前記ハウジングの前記第２の区画内に含まれる状態で、前記光ピックアップ
ユニットは、前記ハウジングにおいて一体化され、
　前記光ピックアップユニットは、前記テープ幅を跨いで互いの横方向上方に配置され、
前記光ピックアップユニットの同一の長手方向位置において、前記光ピックアップユニッ
トのうちの一方の前記対物レンズが、前記光ピックアップユニットのうちの他方の前記対
物レンズよりも前記テープ幅を跨いで横方向に高い状態で、前記光ピックアップユニット
は両方とも、前記テープ経路に沿った同一の長手方向位置に位置決めされる、システム。
【請求項４】
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項３に記載のシステム。
【手続補正書】
【提出日】平成27年12月21日(2015.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ピックアップアセンブリであって、
　隣接している第１および第２の区画を有するハウジングを備え、前記第１の区画は、前
記ハウジングの最上部内に収容され、前記第２の区画は、前記ハウジングの底部内に収容
され、前記第１および第２の区画は、前記ハウジング内で互いに隣接しており、
　第１の対物レンズと、第１の送信光路と、第１のレーザ源と、第１の受信光路と、第１
の光検出器と、第１のビームスプリッタとを有する第１の光ピックアップユニットを備え
、前記第１の送信光路および受信光路は、前記第１のビームスプリッタと前記第１のレー
ザ源と前記第１の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延びており、
　第２の対物レンズと、第２の送信光路と、第２のレーザ源と、第２の受信光路と、第２
の光検出器と、第２のビームスプリッタとを有する第２の光ピックアップユニットを備え
、前記第２の送信光路および受信光路は、前記第２のビームスプリッタと前記第２のレー
ザ源と前記第２の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延びており、
　前記第１の送信光路および受信光路ならびに前記第１のビームスプリッタが前記ハウジ
ングの前記第１の区画内に含まれ、前記第２の送信光路および受信光路ならびに前記第２
のビームスプリッタが前記ハウジングの前記第２の区画内に含まれる状態で、前記光ピッ
クアップユニットは、前記ハウジングにおいて一体化され、
　前記光ピックアップユニットは、長手方向に延びるテープ経路を跨いで互いの横方向上
方に配置され、前記光ピックアップユニットの同一の長手方向位置において、前記光ピッ
クアップユニットのうちの一方の前記対物レンズが、前記光ピックアップユニットのうち
の他方の前記対物レンズよりも前記テープ経路を跨いで横方向に高い状態で、前記光ピッ
クアップユニットは両方とも、前記テープ経路に沿った同一の長手方向位置に位置決めさ
れる、光ピックアップアセンブリ。
【請求項２】
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項１に記載の光ピックアップアセンブリ。
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【請求項３】
　光テープデータ記憶システムであって、
　隣接している第１および第２の区画を有するハウジングを備え、前記第１の区画は、前
記ハウジングの最上部内に収容され、前記第２の区画は、前記ハウジングの底部内に収容
され、前記第１および第２の区画は、前記ハウジング内で互いに隣接しており、
　テープ経路に沿って移動するように構成された光テープを備え、前記光テープは、テー
プ幅を有し、
　第１の光ピックアップユニットと第２の光ピックアップユニットとを含む光ピックアッ
プアセンブリを備え、各々の光ピックアップユニットは、対物レンズを有し、前記第１の
光ピックアップユニットは、第１の送信光路と、第１のレーザ源と、第１の受信光路と、
第１の光検出器と、第１のビームスプリッタとをさらに含み、前記第２の光ピックアップ
ユニットは、第２の送信光路と、第２のレーザ源と、第２の受信光路と、第２の光検出器
と、第２のビームスプリッタとをさらに含み、前記第１の送信光路および受信光路は、前
記第１のビームスプリッタと前記第１のレーザ源と前記第１の光検出器との間にそれぞれ
別々に互いから延びており、前記第２の送信光路および受信光路は、前記第２のビームス
プリッタと前記第２のレーザ源と前記第２の光検出器との間にそれぞれ別々に互いから延
びており、
　前記第１の送信光路および受信光路ならびに前記第１のビームスプリッタが前記ハウジ
ングの前記第１の区画内に含まれ、前記第２の送信光路および受信光路ならびに前記第２
のビームスプリッタが前記ハウジングの前記第２の区画内に含まれる状態で、前記光ピッ
クアップユニットは、前記ハウジングにおいて一体化され、
　前記光ピックアップユニットは、前記テープ幅を跨いで互いの横方向上方に配置され、
前記光ピックアップユニットの同一の長手方向位置において、前記光ピックアップユニッ
トのうちの一方の前記対物レンズが、前記光ピックアップユニットのうちの他方の前記対
物レンズよりも前記テープ幅を跨いで横方向に高い状態で、前記光ピックアップユニット
は両方とも、前記テープ経路に沿った同一の長手方向位置に位置決めされる、システム。
【請求項４】
　前記光ピックアップユニットの前記対物レンズは、前記テープ経路に沿って互いから長
手方向にオフセットされる、請求項３に記載のシステム。
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